
 

 

２０２４年３月２９日 

 

イオンモール株式会社 

 

イオンモールの GHG（温室効果ガス）排出量削減目標において 

SBT 認定を取得 
 

イオンモール株式会社（以下、「当社」）は、２０３０年に向けた当社のＧＨＧ（温室効果ガス） 

排出量削減目標が、パリ協定が定める水準※１に科学的に整合した目標であるとして、国際的イニシ

アチブ「ＳＢＴｉ（Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｂａｓｅｄ Ｔａｒｇｅｔｓ Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ）※２」からＳＢＴ「Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｂａｓｅｄ Ｔａｒｇｅｔｓ」 

認定を取得しました。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

【ＳＢＴ認定されたイオンモールのＧＨＧ（温室効果ガス）排出量削減目標】 
 

・スコープ１ ＋ スコープ２    ※３ ：２０３０年までに４２％削減（２０２０年比） 

・スコープ３  （カテゴリ１３）※３ ：２０３０年までに２５％削減（２０２０年比） 

 

当社では、脱炭素社会実現のために「イオンモール脱炭素ビジョン」を掲げ、２０２５年までに、

実質ＣＯ２フリーの電力調達を進め、国内約１６０モールの施設内で使用するすべての電力を順次

地産地消の再生可能エネルギー（以下、「再エネ」）へ切り替え、２０４０年度までには、当社直営 

モールで使う電力を１００％地産地消の再エネにすることをめざしています。 

今後も当社は、太陽光発電設備やＥＶ充電器の設置などによる再生可能エネルギーの取り組みを 

継続的に推進し、全ての事業活動で排出するＧＨＧ（温室効果ガス）を総量でゼロにすることをめざ

していきます。 

 

 

※１ パリ協定では「世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃より十分低く保ち、１.５℃に抑える努力をする」 

という世界共通の長期目標を掲げています。 

※２ ＳＢＴｉは、２０１５年にＣＤＰ、ＵＮＧＣ（国連グローバルコンパクト）、ＷＲＩ（世界資源研究所）、ＷＷＦ（世界自然保護基金）

によって共同設立された国際的なイニシアチブであり、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標が、科学的根拠に基づい

て世界の気温上昇を１．５℃未満に抑えるための目標となっているかを検証し、基準を満たす目標に対して認定を行ってい

ます。 

※３ スコープ１  ： 事業者自らの燃料の燃焼や工業プロセスに伴う直接排出 

スコープ２  ： 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出 

スコープ３  ： スコープ１、２以外の間接排出 

カテゴリ１３： リース資産（下流） 

 

 

 

 


